
社会科プログラム 
学年・単元等一覧 

 
 

小学校中学年 

熊本県小学校教育研究会社会科部会著 

「わたしたちの熊本（上・下巻）」 

小学校高学年 

東京書籍「新しい社会」 

 

中学校地理 

帝国書院「中学生の地理」 

中学校歴史 

東京書籍「新しい社会 歴史」 

中学校公民 

東京書籍「新しい社会 公民」 

 

    （Ｒ３年時点：採択教科書等） 
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41
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3･4年 53

５年 55

１年 57

２年 59

61

63

65

全分野 小･中 小３～ 67

３年

３年 (26)戦時下の熊本（空襲と人々の暮らし）【第二次世界大戦と日本】

(28)熊本博物館の役割（仕事内容）【身近な地域の歴史】

民俗

小学校

(19)昔の道具と人々の知恵【わたしたちの市と生活のうつりかわり】

(20)この道具を使っていたお店は？【わたしたちの市と生活のうつりかわり】

(21)雨乞い太鼓と人々の願い【わたしたちの市と生活のうつりかわり、ほか】

(22)田植え道具の工夫と農業の発展【米づくりのさかんな地域】

中学校

(23)藤崎八旛宮と藤崎台球場【身近な地域の歴史】

(24)熊本における農具の開発と富国強兵【明治維新】

(25)昔、凱旋門があった？ 〇〇の都・熊本【日清・日露戦争と近代産業】

(27)熊本の祭礼行事・伝統文化【（公民）私たちの生活と文化】

(15)熊本の藩校時習館と新しい学問【産業の発達と幕府政治の動き】

(16)西南戦争を知っていますか？【明治維新】

美術
工芸

小学校 ６年
(17)加藤清正像を考えよう【江戸幕府と政治の安定】

(18)『イキニンギョウ』って知っとる？【町人の文化と新しい学問】

歴史

　(9)茶臼山、どこに天守を建てる？【江戸幕府と政治の安定】

(10)波奈之丸ってどんな船？【江戸幕府と政治の安定】

(11)熊本城と西南戦争【明治の国づくりを進めた人々】

(12)清正の人物像（過去から現代へ）【ﾖｰﾛｯﾊﾟ人との出会いと全国統一】

小学校 ６年

中学校 ２年

考古

小学校 ６年

　(1)２種類の石器を比べてみよう【縄文のむらから古墳のくにへ】

　(2)貝塚 ～ 昔、熊本平野は海だった？【縄文のむらから古墳のくにへ】

　(3)馬具は語る【縄文のむらから古墳のくにへ】

　(4)昔はどこに？藤崎八旛宮の出土品から【明治の国づくりを進めた人々】

中学校 １年

（２）学習プログラム（社会科編）
　　　　※「分野」は主な活用資料の所管分野
　　　　　　 「学校種・学年」は参考まで（他学年での実施も可）

分　野 学校種・学年 館内学習題材名　【関連する教科書単元（節）・小単元名】 頁（P)

　(5)貝塚と縄文海進、縄文土器【日本列島の誕生と大陸との交流】

　(6)甕棺墓について詳しく知ろう【日本列島の誕生と大陸との交流】

　(8)大国 肥後の繁栄【古代国家の歩みと東アジア世界】

  (7)稲荷山古墳の出土品と豪族【日本列島の誕生と大陸との交流】

(14)参勤交代と熊本藩（波奈之丸）【江戸幕府の成立と対外政策】　

(13)熊本城 ～ 築城・戦災…、そして復興へ【ﾖｰﾛｯﾊﾟ人との出会いと全国統一】

（１）小学校６年：社会科「２種類の石器を比べてみよう」 

 

１ 館内学習と関連する教科書単元（小単元） 「縄文のむらから古墳のくにへ」 

 

２ 教科書単元（小単元）の目標 

  遺跡や地図、年表などの資料を基に、狩猟・採集や農耕の生活、古墳時代、大和朝廷（大和政権）による 

統一までの様子を調べ、「むら」から「くに」へと変化する過程を理解することができるようにする。 

 

３ 教科書の指導計画（概略）  ★最も関連のある小単元・題材 

次 小単元・題材名 主 な 学 習 内 容 

１ 大昔のむらのくらし★ 縄文の「むら」のくらしの様子について 

２ 板付遺跡と米づくり 米づくりが始まったころの「むら」や人々の様子 

３ 縄文時代と弥生時代のくらし それぞれの時代の想像図を基にした学習問題作り 

４ むらからくにへ 米づくりの広がりと「むら」の様子の変化 

５ 巨大古墳と豪族 古墳が示すもの（何のために、どのようにして造られたのか）

６ 大和朝廷（大和政権）と国土の統一 国土が大和朝廷によって統一されていく過程について 

 

４ 館内学習の目標  
  石器を詳しく観察し、使い方を考えることを通して、当時の人々がどのような家に住み、ど 
のようなものを食べていたのか、どのように料理していたのかなど、縄文時代の暮らしを想像 
する楽しさを感じることができるようにする。 

 

５ 学習展開例 

学習活動（ 主な発問 ・予想される反応 ※留意点 〇解説内容 活用する資料 ）その他 

(1) ２種類の石器を詳しく観察する。 

  （実物を提示し）気づいたことを話し合いましょう。 

・重い  ・軽い  ・つるつるしている  ・ざらざらしている  ・石の質が違う 

    ・槍に使っていたのかな  ・矢じりかな  

  ※しっかり観察させ、触れさせてから気づいたことを自由に出させる。これまでの生活経験や 

学習経験を基に発言を促す。ここでじっくり観察させるのがポイント。 

  ※石器の形や重さの違いなどに注目させたい。 

(2) ２種類の石器を比べて使い方や用途、暮らしの様子などについて予想する。 

  どのように使ったのでしょうか？ 

    ・手で持って使った  ・棒の先につけて槍にした  ・木の実などを潰すときに使った 

  ※石器の形や壊れ方などから使い方を考えさせていく。 

  何のための石器でしょうか？（何かを作るための工具？ 土を掘る？ 農具？） 

    ・家を作るため  ・舟を作るため  ・土を掘るため   

・作物を作るため  ・狩りをするため 

  ※生活に（生きるために）必要な道具であり、縄文時代は生活に必要なものは全て自分たちで 

作ったり近くの人と交換したりして手に入れていたことを伝える。 

  ※住まい、食材、調理法、豊かさや貧しさなど、今の暮らしと比較しながら考えさせたい。 

  縄文時代の頃の熊本県の人口は、次のうち、どのくらいだったでしょう？（３択：答えはウ） 

   ア 30万人  イ ３万人  ウ ３千人くらい（現在の熊本県の人口：約173万人） 

  ※狩猟採集を生業とする時代の人口は、気候や植生の変化で時期ごとに大きな増減があり不安定 

な暮らしであったことを説明。 

  （補足：稲作が始まった弥生時代が５万人、奈良時代の二本木遺跡の頃が15万人くらい。稲作の 

開始による社会の安定が人口増大の要因であることや、後の税制（米納）、国の基本となる米 

の重要性などにもふれたい。） 

(3) 博物館の担当職員（学芸員）より補足説明を聞く。 

 ○縄文時代の１万年という時代の長さ、当時の人々の考え方と現代人の考え方の大きな違いなど。 

  ※縄文時代と現代の類似点・相違点などについて説明し、興味・関心を高めて館内見学へ誘う。 
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